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PDT症例の蛍光観察により新たに発見された6病変の検討
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５．ＰＤＴ症例の蛍光観察により新たに発見された６病変の

検肘澁川紀代子．中西京子．佐々木高明．中田寛章．

JRA田光．中尾祥子，高橋早繊．高繊政明．高機啓．

奨内忍．中野均，大崎能伸．菊池他次郎（旭川医科

大学医学部第１内科）

【背風と目的】1999年以降に光線力学的治鰹（PDT）を行っ

た症例に対し治採直前の蛍光気管支腕による他病変の検索

(ＰＤＤ）と，治鯉後に定期的な自家蛍光観察（ＡＦＢ）を行い．

６痛変を新たに発見した．これらの臨床像について検討を加

えた．【対象と方法】1999年から2004年にＰＤＴを行った１２

症例に．蛍光内視鏡システムＰＤＳ2000を用いてＰＤＴ直前の

ＰＤＤを行った．病変部の赤色蛍光の範囲を観察し,強い赤色

蛍光を発生する部位の生検と細胞鯵を行って鋼理学的に検討

した．治概後はＰＤＳ2000を用いたＡＦＢにより経過を観察し

た．【結采】PDTの対象病変以外でＰＤＤ時に強い赤色蛍光が

観察きれた２３部位を生検し、３部位を新たに刷平上皮癌と診

断した．そのうち．迅速細胞鯵で診断したｌ病変と主病変の

近傍にあったｌ鋼変は．一期的に治療した．興りの１病変は

後日ＰＤＴを行い治癒した．ＡＦＢによる経過１，察中に残りの

２０部位のうち３カ所を扁平上皮癌と鯵断した．そのうち２

滴変はＰＤＴにより治癒した．残りのｌ痢変については経過

観察中に刷平上皮猫が消失した．【考察】ＰＤＴ時のＰＤＤ併用

とＡＦＢによる経過観察により，亜複病変の発見率が改善し

ＰＤＴの治癒率が向上する可能性が示唆きれた．
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